
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築科 

左官科 

配管科 

北信州能力開発センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北信州能力開発センターは、県知事から認定を受けた職業能力開発校です。建設関係の会社

にお勤めの方を対象に、職業能力開発促進法に定める基準に従って訓練を行っています。 

厳しい経済状況のなか、企業が継続的に発展していくためには、将来ある若手職人を育て

ていくことが重要な課題であると言えます。また、訓練生にとっては若いうちに技能などを

習得することは人生においても大変有意義なものであります。 

訓練では、確かな技能・技術と節度のある態度などを身に着け、職場をはじめ地域社会か

ら信頼される技能者の育成を目指しています。 

（１）事業主に推薦された者〔労働保険（雇用保険 労災保険）に加入していること。〕 

（２）学歴 年齢 性別は問いません。 

 

 

 

 

 
 

・会社の後継ぎなので基本的な技能を身につけておきたい！ 

 ・将来独立したい！ 

 ・仕事をしながら、いろいろな知識や技術を学びたい！ 

 ・伝統的な手法や技術を学んでみたい！ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材開発支援助成金 

 従業員の中長期的なキャリアアップを支援するため、厚生労働大臣が専門的・実践的な教

育訓練として指定した講座（専門実践教育訓練）を従業員に受講させる事業主に対する支

援です。訓練開始日（例年４月末頃）の一か月前までに事業所からの申請が必要です。 
 

 

 

⇒ 長野労働局 TEL：026-226-0862 

       詳細はホームページにてご確認ください 

人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コース）｜長野労働局 (mhlw.go.jp) 

 

・訓練修了者は、技能検定や職業訓練指導員試験の受験資格に関する実務経験年数が短縮 

されます。 

・訓練修了時における技能照査合格者(技能士補)は、２級技能検定試験の学科試験が免除 

されます。 

・建築科においては木造建築士・２級建築士、配管科においては給水装置工事主任技術者 

試験等の対策も加味して授業を行っています。 

・希望により以下の技能講習の受講に関して支援しています。 

  ＊ 玉掛け技能講習 

  ＊ 小型移動式クレーン運転技能講習 

  ＊ 研削といし特別教育 

  ＊ アーク溶接業務特別教育 

   ＊ その他パソコン講習など 

https://jsite.mhlw.go.jp/nagano-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/kakushu_joseikin/_91883.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、北信州能力開発センターでは３科の訓練を実施しています。 

 

① 木造建築科         ３年間  ６５日／年 

② 左官・タイル施工科     ３年間  ４４日／年 

③ 配管科           ２年間  ５０日／年 

 

訓練時間割 

 時  限 時  間 

午 前 

第 １ 時 限  ８：４０ ～  ９：３０ 

第 ２ 時 限  ９：３０ ～ １０：２０ 

第 ３ 時 限 １０：３０ ～ １１：２０ 

第 ４ 時 限 １１：２０ ～ １２：１０ 

 昼     食 １２：１０ ～ １３：００ 

午 後 

第 ５ 時 限 １３：００ ～ １３：５０ 

第 ６ 時 限 １３：５０ ～ １４：４０ 

第 ７ 時 限 １４：５０ ～ １５：４０ 

第 ８ 時 限 １５：４０ ～ １６：３０ 

清     掃 １６：３０ ～ １６：４０ 

 
 
 

主な訓練場所 

  

実技室（床面積 315㎡）に建築科・左官科 

配管科のそれぞれのスペースを確保。 

また、各科ごとに工具室を完備しており、 

学科やパソコン講習では各研修室を使用 

しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科の科目 第１年度 第 2年度 第３年度 

系基礎学科 

建 築 概 論 １２ 

１５２ 

１２ 

１５２ 

１２ 

１５２ 

構 造 力 学 概 論 １２ １２ １２ 

建 築 構 造 概 論 １２ １２ １２ 

建 築 計 画 概 論 １２ １２ １２ 

建 築 生 産 概 論 １２ １２ １２ 

建 築 設 備 ８ ８ ８ 

測 量 ８ ８ ８ 

建 築 製 図 ３２ ３２ ３２ 

安 全 衛 生 ８ ８ ８ 

関 係 法 規 １２ １２ １２ 

合 同 学 習 ２４ ２４ ２４ 

系専攻学科 

木 質 構 造 １６ 

１４８ 

１６ 

１４８ 

１６ 

１４８ 

材 料 １６ １６ １６ 

規 く 術 ３２ ３２ ３２ 

工 作 法 ３２ ３２ ３２ 

木 造 建 築 施 工 法 ３２ ３２ ３２ 

仕 様 及 び 積 算 ２０ ２０ ２０ 

系基礎実技 
機 械 操 作 基 本 実 習 ２０ 

６８ 
２０ 

６８ 
２０ 

６８ 測 量 基 本 実 習 ２４ ２４ ２４ 

安 全 衛 生 作 業 法 ２４ ２４ ２４ 

系専攻実技 
機 器 工 具 使 用 法 ３６ 

１５２ 
３６ 

１５２ 
３６ 

１５２ 工 作 実 習 ５６ ５６ ５６ 

木 造 建 築 施 工 実 習 ６０ ６０ ６０ 

合        計 ５２０ ５２０ ５２０ 

教科科目及び年間訓練時間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科の科目 第１年度 第 2年度 第３年度 

系基礎学科 

 建 築 生 産 概 論 １２ 

１２０ 

１２ 

１２０ 

１２ 

１２０ 

 建 築 構 造 １２ １２ １２ 

 建 築 設 備 １２ １２ １２ 

 建 築 製 図 ２８ ２８ ２８ 

 建 築 仕 上 法 １６ １６ １６ 

 安 全 衛 生 ８ ８ ８ 

 関 係 法 規 １６ １６ １６ 

 合 同 学 習 １６ １６ １６ 

系専攻学科 

 造 形 ３２ 

１２８ 

３２ 

１３６ 

３２ 

１３６ 
 材 料 １６ １６ １６ 

 左 官 施 工 法 ５２ ５２ ５２ 

 タ イ ル 施 工 法 １６ １６ １６ 

 仕 様 及 び 積 算 １６ １６ １６ 

系基礎実技 

 機 械 操 作 基 本 実 習 ８ 

３２ 

８ 

３２ 

８ 

３２  調 合 実 習 ８ ８ ８ 

 足 場 実 習 ８ ８ ８ 

 安 全 衛 生 作 業 法 ８ ８ ８ 

系専攻実技 

 測 定 及 墨 出 実 習 ８ 

６８ 

８ 

６８ 

８ 

６８ 
 下 地 施 工 実 習 １６ １６ １６ 

 左 官 施 工 実 習 ２４ ２４ ２４ 

 タ イ ル 施 工 実 習 １２ １２ １２ 

 養 生 ８ ８ ８ 

合        計 ３５２ ３５２ ３５２ 

教科科目及び年間訓練時間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科の科目 第１年度 第 2年度 

系基礎学科 

機 械 工 学 概 論 １６ 

１４４ 

１６ 

１４４ 

電 気 工 学 概 論 １６ １６ 

建築設備及び機器概論 １６ １６ 

環 境 工 学 概 論 ８ ８ 

生 産 工 学 概 論 １６ １６ 

建 築 構 造 １６ １６ 

建 築 製 図 １６ １６ 

溶 接 法 １６ １６ 

安 全 衛 生 ８ ８ 

仕 様 及 び 積 算 １６ １６ 

系専攻学科 

配 管 概 論 ２４ 

１０４ 

２４ 

１０４ 
給 排 水 衛 生 設 備 ２４ ２４ 

空 調 設 備 １６ １６ 

設 備 製 図 ２４ ２４ 

配 管 施 工 法 １６ １６ 

系基礎実技 

機 器 工 具 使 用 法 ２４ 

８８ 

２４ 

８８ 溶接及ロウ付基本実習 １６ １６ 

配 管 基 本 実 習 ３２ ３２ 

安 全 衛 生 作 業 法 １６ １６ 

系専攻実技 配 管 施 工 実 習 ５６ ６４ ５６ ６４ 
検 査 実 習 ８ ８ 

合        計 ４００ ４００ 

教科科目及び年間訓練時間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・訓練費用 

   入校金・・・20,000円（入校時のみ） 

   授業料・・・73,000円（前期 40,000円、後期 33,000円） 

   教科書代・・10,000円～25,000円程度（科、年度により） 

   作業着代・・ 5,000円程度  

   会費・・・・15,000円（協会への入会が必要） 

    

 

 ・応募手続き 

   入校願書を提出してください。        

   ⇒北信州能力開発センターメール  nakanotc@nakanotc.ac.jp 

 

 ・申込期間 

   毎年３月３1日まで随時募集しております。 

   ※訓練は４月からとなります。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

11月 

12月 

５月 

６月 

７月 

９月 

８月 

10月 

１月 

３月 

２月 

修了・入校式 

  

 

 

左官科技能検定 

  

 

 

職訓祭 

  

 

 

玉掛け技能講習（希望者） 

  

 

 

技能検定準備講習（建築科・配管科） 

  

 

 

測量訓練 

  

 

 

溶接実習（配管科） 

  

 

 

訓練生研修視察（適宜） 

  

 

 

小型移動式クレーン運転技能講習（希望者） 

  

 

 

技能コンクール 

  

 

 

技能照査・期末テスト 

  

 

 

合同学習（安全衛生） 

  

 

 

訓練開始 

  

 

 

  

JwCAD 講習 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 品名 寸法又は規格 数量 備考

1 さしがね 小、大 各1 裏表あるもの(単位：㎝）

2 墨さし 適宜

3 墨つぼ 適宜 黒墨のものとする

4 かんな 荒、中、仕上げ 適宜

5 のみ はたきのみ（5分,8分,1寸1分） 適宜

6 のこぎり 8寸、9寸、1.1尺 各1

7 コードレスドリル （インパクトドリルも可） きりの本数及び太さは適宜 1 穴掘り、きり用

8 げんのう 小、大 適宜

9 砥石 荒砥、中砥、仕上砥、ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ 各1

10 あて木 1 あて木として以外の使用は不可

11 かじや（バール） 1 1.5尺

12 けびき 適宜 固定したものは不可とする

13 まきがね（スコヤ） 1

14 くぎしめ 1

15 はねむし 1 くぎでもよい

16 三角定規 適宜 勾配定規は不可とする

17 直定規 1m程度 1

18 自由がね 適宜

固定したものは不可とす

る

勾配目盛り付きのものは

不可とする

19 電子式卓上計算機 電池式（太陽電池式） 1 関数電卓不可

20 鉛筆及び消しゴム 適宜 シャープペンシルも可

21 しらがき 1 カッターナイフも可

22 養生類 タオル、すべり止め等 適宜 持参は任意とする

23 作業服等 1式
大工作業に適したもの

上履き含む

建築科 訓練道具類一覧



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 品　　　　　名 寸法又は規格 数量 備考

1 れんがごて 1

2 あげうら中首ごて 120mm（4寸）、150㎜(5寸) 各1

3 ちりごて 45mm（1.5寸） 1

4 中塗りごて 150mm(5寸)～210mm（7寸） 1

5 なでごて又は角ごて 210mm（7寸） 1

6 面引きごて 4.5mm（1.5分）角面 1

7 丸窓用つまみ面引きごて 　　　　〃 1

8 くりごて 120mm（4寸） 1

9 ひらくりごて 　　　〃 1

10 きりつけごて 　　　〃 1

11 木ごて 180mm（6寸）～210mm（7寸） 1

12 四半ごて 105mm（3.5寸）～120mm（4寸） 1

13 墨つぼ 1 カルコは3ｃｍ以上が作業しやすい

14 さしがね 1

15 折り尺又はスケール（メジャー） 1 ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾙｰﾙでもよい

16 ちりぼうき 1

17 バケツ 6㍑（約３升）入り程度 2 支給材料用、ちり拭き用

18 ぞうきん 1

19 ブラシ 1

20 こて板 1

21 鉛筆及び消しゴム 適当数

22 養生用シート 1m×1m程度 1

左官科 訓練道具類一覧



 

 

 

 

 

 

 

No. 品　　名 寸法又は規格 数量 備　　考

1
パイプ万力

(三脚型又は四脚型)
SGP　20～15Aに使用可能なもの 1

2 金切りのこ(弓のこ) 1

3 パイプカッタ 適宜 鋼管用、銅管用、塩ビ管用

4 ビニル管用のこ 1

5 銅管カッタ 1

6 サイジングツール 1組 銅管用

7 手動パイプねじ切り器
オスタ型又はリード型

又は刃の一体型（カセット式）
1

8 パイプリーマ 1

9 面取り器 適宜

10 パイプレンチ 250mm～350mm 適宜

11 モンキスパナ 250mm～350mm 適宜

12 プライヤ 適宜

13 ハンマ 金づち及び木づち 適宜

14 やすり 平、半丸型 適宜

15 サンドペーパー 適宜

16 ワイヤーブラシ 適宜

17 トーチランプ ガス用(逆止め弁付) 1
カートリッジを持参のこと。

ガソリン型は禁止とする。

18 カッタナイフ 1

19 ウエス 若干

20 石筆又はチョーク 若干

21 小ぼうき 1

22 油さし 1 切削油入り

23 霧吹き器 1 冷却用

24 はんだ 銅管接合用 若干

25 フラックス 若干 銅管用

26 シールテープ 若干

27 塩化ビニル樹脂用接着剤
公 益 社 団 法 人 日 本 水 道 協 会 規 格

JWWAS101　適合品
若干 色付きは不可　速乾性

28 寸法測定具 直尺、折り尺、巻尺又は曲尺 適宜 原寸図作成等用

29 三角定規 一組 原寸図作成等用、T定規も可

30 鉛筆又はサインペン 適宜 原寸図作成等用

31 コンパス 製図用及びけがき用 各1 原寸図作成等用

32 バケツ 適宜
ねじ部の洗浄用、はんだ接合

の冷却用水を入れる容器

33 切削くず受け 適宜

34 作業服等 一式

35 保護帽又は作業帽 1 作業に適したもの

配管科 訓練道具類一覧


